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Marcus，1959，Anoplodactylus batangensis (Helfer’1938），尸洲あ印mvDrnに〇sロStock，1953，

ゆ門甜弸む甜fPMぬst0屯1981，勵叩めゅ門出班細甜洫鰯嫺m譌well，1885））は必要に応

じて再記載し、あるいは分布や生息記録を整理した。り伽甜D．mぬ属と勵印ロめめ，”め班属は

日本から初めて記録された属である。肋呷轟D″D′伽…fHelfer，1938の再記載では、タイプ

標本の詳細な再検討を行い、長い間見落とされてきたセメント腺の第ー脛節への開口を発

見し、記載した。

  日本のウミグモ相について議論した11章では、温暖な海域にある南西諸島と寒冷な海域

である北日本、そして寒暖両海流の影響を受ける相模湾の間で、ウミグモ類の科、属にお

ける種構成を比較した。各地域における固有種の占める割合はほば等しく、その一方で科

レベルでの固有種の出現率は、各海域で大きく異なることがわかった。なかでも南西諸島

におけるAmmotheidae科内の属の多様性と固有種の割合の低さが明らかになったことによ

り、これまで固有属を含む多くの属が相模湾から報告されてきた背景には、暖流と寒流の

両者の影響が関係している可能性が高いことが示唆された。
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    学位論文題名
Taxonomy of sea spiders (Arthropoda: Pycnogonida)
    I  ．I
from waters adjacent to the Nansei Islands of Japan

（日本南西諸島海域産ウミグモ類（節足動物門：ウミグモ綱）の

    分類学的研究）

博士学位論文審査等の結果について（報告）

  ウ ミ グ モ 類 は 、 あ ら ゆ る 海 域 、 階 層 に 生 息 す る 節 足 動物 の一 群 であ り、 その 特異 な 形態

か ら 、 節 足 動 物 門 の 中 で も 特 異 な 地 位 に あ る 。 ま た 、 その 系統 的 位置 が節 足動 物の 起 源と

深 く 関 わ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る 学 術 的 に 重 要 な 分 類群 のひ と っで もあ る。 世界 共 通種

が あ る 一 方 で 、 地 域 特 異 的 な 種 も 多 く 知 ら れ 、 寒 流 と 暖流 の両 者 に洗 われ る日 本列 島 は、

そ の 複 雑 な 環 境 か ら 、 全 体 の 半 数 に 及 ぶ 多 く の 固 有 種 を産 出し て いる 。現 在ま でに 日 本か

ら は 報 告 の あ る 約 160種 の う ち 、 そ の ほ と ん ど は 相 模 湾 や 鍋 田 湾 に 集 中 し 、 他 に北 日 本や

和 歌 山 、 九 州 北 部 に お け る い く ら か の 知 見 が 蓄 積 さ れ てい るも の の多 くの 海域 で調 査 が不

十 分 、 ま た は 未 調 査 な 状 態 で あ る 。 中 で も 、 19種 の 浅 海性 のウ ミ グモ 類が 報告 され る にと

ど ま り こ れ ま で 包 括 的 な 調 査 が 行 わ れ た こ と の な か っ た南 西諸 島 海域 は、 多く の生 物 群に

お い て 高 い 種 多 様 性 が 報 告 さ れ て い る イ ン ド 一 西 太 平 洋海 域の 北 端に 位置 し、 暖流 に 特異

的 な 多 く の 未 発 見 の 種 の 存 在 が 予 測 さ れ た 。 本 研 究 は 、南 西諸 島 周辺 海域 をほ ぼ網 羅 する

39地 点 か ら 得 た 444個 体 の サ ン プ ル に 基 づ き 、 南 西 諸 島 海 域 の 深 海 域 を 中 心 と した ウ ミグ

モ 類 を ま と め た 最 初 の モ ノ グ ラ フ で あ る 。 本 学 位 論 文 は ， 11部 か ら な り 、 1ー 10章 で は全

10科 そ れ ぞ れ に お け る ウ ミ グ モ 類 の 分 類 を 、 11章 で は 日本 にお け るウ ミグ モ相 の比 較 を行

っている。

  分 類 の 部 で は 10科 22属 46種 を 扱 い 、 詳 細 な 観 察 に 基 づ き 記 載 分 類 に 徹 し て 研 究 を 行 つ

た。これらのうち、11種(Ascorhynchus setoserrasumsn．sp.，Cheilopallene ohtsukainlsp.，Endeis

leviseminentian．sp. Hedgpethia elongatan．sp.，Hedgpethia spinosan．sp.，Nymphon plectrumn．

sp.，Nympカ弸門ロg弸門甜P門Sむn．Sp．，冖叩ロぬ門ピケめmD紹fn．Sp．，nPZd〔pロ胞門Pn．Sp．，め℃n990門嫺
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spatiumn． sp.， Rhynchothorax roundn． sp.)を 、 正 確 な 記 載 と 綿 密 な 図 版 に よ っ て 未 記 載 種 と

し て 記 載 し 、 5種 臼 門 oplodactylus arectus Du Bois-Reymond Marcus， 1959， イ 門 oplodactylus

batangensis (Helfer1938)，Pa〃e門¢pぢおぬr甜ざChild，1998，P．炸・″osDmぬロぢセルめ釘ロStock，1981，

勵 卿 め 碵 リ c轟 瓣 絶門 釘ぬ 5鰯“ m（H笛 well， 1885）） を 日本 初記 録 種と して 記 録ま たは 再 記載 した 。

f弘 靜 恥 D所 ぬ 属 と 勵 9閉 め 吻 們 cカ 班 属 は 申 請 者 に よ っ て 初 め て 日 本 に 分 布 が 確 認 さ れ た 属 で

あ り 、 Colossendeidae科 と Nymphonidae科 の 2科 を 本 海 域 か ら 新 た に 加 え た ウ ミ グ モ 類 全 10

科 を 確 認 し た 。 確 認 さ れ た 45種 の う ち 41種 （ 89％ ） は 南 西 諸 島 か ら 始 め て 記 録 さ れ た も

の で あ る 。 ま た 、 M開 め D門 D〃 m― fHelfer’ 1938の タ イ プ 標 本 の 詳 細 な 再 検 討 を 行 い 、 長 い

問 見 落 と さ れ て き た セ メ ン ト 腺 の 第 一 脛 節 へ の 開 口 を 発 見 し 初 め て 記 載 し た 。 分 類 学 的 混

乱 の 多 い り 叩 轟 弸 属 に お け る 本 形 質 の 発 見 は 、 今 後 の M珊 讐 舫 。 ” 属 内 の 分 類 に 有 用 な も の で

あ る 。 本 研 究 で 確 認 さ れ た 10科 22属 45種 の う ち ， 3種 は 過 去 5年 の 間 に 申 請 者 と 共 同 研

究 者 が 記 載 し た も の で あ り ， 本 研 究 に よ っ て 南 西 諸 島 の ウ ミ グ モ 類 の 種 数 は 従 来 知 ら れ て

い た も の の 3倍 以 上 に 増 え ， 本 海 域 の ウ ミ グ モ 相 が よ う や く 解 明 さ れ 、 種 多 様 性 だ け で な

く、科・属の多様性の高さが明らかとなったとぃえる。

  日 本 の ウ ミ グ モ 相 の 比 較 の 部 で は ， こ れ ま で 比 較 的 十 分 な 調 査 が 行 わ れ 分 類 学 的 知 見 が

蓄 積 さ れ て き た と い え る 2地 域 、 相 模 湾 と 北 日 本 に 着 目 し 、 寒 冷 な 海 域 で あ る 北 日 本 と 温

暖 な 海 域 で あ る 南 西 諸 島 海 域 、 そ し て 寒 暖 両 海 流 の 影 響 を 受 け る 相 模 湾 と の 間 で 、 ウ ミ グ

モ 類 の 科 、 属 に お け る 種 構 成 の 違 い を 比 較 し て い る 。 各 海 域 間 で は 全 体 と し て の 固 有 種 の

割 合 は ほ ぽ 等 し い （ 南 西 諸 島 27％ ， 相 模 湾 24％ ， 北 日 本 27％ ） に も 関 わ ら ず 、 科 レ ベ ル で の

固 有 種 の 産 出 し や す さ に は 各 海 域 に 大 き な 特 徴 が 見 ら れ た 。 中 で も 南 西 諸 島 に お け る

Ammotheid卸 科 内 の 属 の 多 様 性 と 固 有 種 の 割 合 の 低 さ が 明 ら か に な っ た こ と は 、 相 模 湾 に お

け る 本 科 の 多 様 性 と 固 有 性 の 高 さ が 、 暖 流 と 寒 流 の 両 者 の 影 響 を 受 け た 結 果 で あ る 可 能 性

を 示 唆 し た 。 ま た 、 そ の 他 の 各 科 に お い て も 、 各 海 域 に 希 け る 科 ・ 属 レ ベ ル の 分 布 と 相 違

性 に つ い て 理 論 的 に 議 論 さ れ て お り 、 こ れ は 日 本 に お け る ウ ミ グ モ 類 の 緯 度 的 分 布 傾 向 を

初めて具体的に示唆した重要な記述である。

  審 査 員 一 同 は ， こ れ ら の 成 果 を 高 く 評 価 し ， 申 請 者 が 博 士 （ 理 学 ） の 学 位 を 受 け る に 十

分な資格を有するものと判定した。
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